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平成 26年度 東海・北陸地区国立大学法人等 

技術職員研修（複合領域コース）参加報告 
 

水野 武志 
技術部 共同研究支援部門 

 
1．はじめに 
平成 26年 8月に開催された東海・北陸地区国立大学法人等技術職員研修（複合領域コース）に参加しま

したので報告します。 本研修のテーマが防災であったためか、専門分野が異なる様々な技術職員が参加

し、また受講者自身による職務の紹介も有り、様々な情報に触れる機会を持つことが出来ました。 

 
2．研修の概要 
2.1 目的 東海･北陸地区の国立大学法人等に所属する技術職員に対し、防災の最前線における技術情報

を示すことにより、幅広い知識を得ることと、関連技術に対する意識を高めること。 
2.2 主催   国立大学協会と東海・北陸地区国立大学法人等の共催 
2.3 期間   平成 26年 8 月 27 日（水）～平成 26年 8月 29日（金） 
2.4 会場   国立大学法人名古屋工業大学（愛知県名古屋市昭和区御器所町） 
2.5 受講資格 東海・北陸地区国立大学法人等に勤務する技術職員で、各機関の長が推薦する者 
2.6 受講者数 20名 
2.7 受講者所属機関 
 自然科学研究機構生理学研究所、自然科学研究機構分子科学研究所、豊橋技術科学大学、静岡大学、福

井工業高等専門学校、浜松医科大学、自然科学研究機構核融合科学研究所、名古屋大学、三重大学、福井

大学、情報・システム研究機構国立遺伝学研究所、名古屋工業大学（所属機関毎の、参加人数は異なる） 
 
3．研修の内容とまとめ 
3.1 日程と講義題目 次頁の「図１ 日程表」を参照 
3.2 講義-1 大学の中で技術部が発足するまでの、歴史的な経緯や背景についての説明を受け、現在の技

術部の生い立ちについての理解を深めることが出来ました。 
3.3 受講者職務紹介 参加受講者の所属している組織の説明と、それぞれの技術職員が担っている職務説

明を聞き、技術職員の職務の多様さは、いろいろな可能性を秘めていると感じました。 
3.4 講義-2～講義 7 建物の耐震性や、通信インフラ、電気インフラ、地盤により異なる液状化現象や、

災害統計の理解の仕方や、緊急地震速報や大学単位での防災対策などの講義を受け、これまでの災害経験

から学び、それに対する対策を行っていく必要性を理解することが出来ました。 
3.5 施設見学 名古屋市港防災センターにて、起震機による地震の揺れの体験や、伊勢湾台風の高潮災害

や、その他の災害についての説明を受け、災害についての認識不足を実感しました。 
3.3 意見交換会 様々な機関の技術職員との情報交換を行い有意義な時間を過ごすことが出来ました。 
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